

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 2 ）　前掲注（ 1 ）拙稿。
（ 3 ）　大内典『仏教の声の技』（法藏館、2016年）
（ 4 ）　清水眞澄『読経の世界　能読の誕生』（吉川弘文館、2001年）
（ 5 ）　『古辞書音義集成　第一巻　新訳華厳経音義私記』（汲古書院、1988年）
（ 6 ）　『古辞書音義集成　第四巻　妙法蓮華経釈文』（汲古書院、1979年）
（ 7 ）　高松正雄「法華釈文反切考」（『訓点語と訓点資料』第55輯、1974年）
（ 8 ）　『梵摩渝経』（『大正大藏経』一巻884頁）、また『中阿含経』第四十一・『梵摩経』（『大正大
藏経』一巻683頁）など参照。
（ 9 ）　『正法念処経』巻第十七（『大正大藏経』第十七巻373頁）。
（10）　『妙法蓮華経玄義』巻第八（『大正大藏経』第三十三巻776頁）。
（11）　『大仏頂如来密因修証了義諸菩薩萬行首楞経』第六巻（『大正大藏経』第十九巻130頁）。
（12）　真宗聖教全書編纂所編『真宗聖教全書』第二巻（大八木興文堂、1941年）517頁。
（13）　『真宗聖教全書』第二巻483頁。
（14）　拙稿「『教行信証』の「化身土巻」における「如是」の引用について」（『同朋大学論叢』
第101号、2017年）。
（15）　僧祐撰「安世高伝」『出三蔵記集』巻第十三（『大正大藏経』第五十五巻95頁）。
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（16）　支敏度作「合首楞厳経記第十」『出三蔵記集』巻第七（『大正大藏経』第五十五巻47頁）。
（17）　道安作「道行序第一」『出三蔵記集』巻第七（『大正大藏経』第五十五巻47頁）。
（18）　頼永海主編『中国仏教百科全書』弐（上海古籍出版社、2000年）。
（19）　鎌田茂雄『中国仏教史』（大東出版社、2004年）
（20）　梁慧皎撰『高僧傳』巻第五（『大正大藏経』第五十巻355頁）。
（21）　道安法師「摩訶鉢羅若波羅蜜経抄序第一」『出三蔵記集』巻第八（『大正大藏経』第五十五
巻52頁）。
（22）　道安法師「摩訶鉢羅若波羅蜜経抄序第一」『出三藏記集』巻第八（『大正大藏経』第五十五
巻52頁）、道安作「道行序第一」『出三藏記集』巻第七（『大正大藏経』第五十五巻47頁）、梁慧
皎撰『高僧傳』巻第五（『大正大藏経』第五十巻332頁）。
（23）　宋周敦義述『翻訳名義』序（『大正大藏経』第五十四巻1055頁）。
（24）　前掲注（14）拙稿。
（25）　慈怡主編『仏光大辞典』（北京図書館出版社、1989年 6 月～）
（26）　前掲注（ 5 ）『古辞書音義集成』第一巻。
（27）　前掲注（ 6 ）『古辞書音義集成』第四巻。
（28）　前掲注（ 7 ）高松論文。
（29）　中算著『法蓮華経釈文』（前掲注（ 6 ）『古辞書音義集成』第四巻）
（30）　『玉篇』─中国の字書。30巻。南朝梁の顧野王撰。543年成る。音義を注したもの。古代の
日本でも広く利用された。新村出（編）『広辞苑』第四版（岩波書店、1991年）参照。
（31）　築島裕「大東急記念文庫藏　金光明最勝王経音義解題」（『古辞書音義集成　第十二巻』、
汲古書院、1981年）。
（32）　吉田金彦「醍醐寺藏　妙法蓮華経釈文解題」（前掲注（ 6 ）『古辞書音義集成　第四巻』）。
（33）　前掲注（32）吉田解題。
（34）　拙稿「「善導独明仏正意」と「一経二宗」」（『同朋大学仏教文化研究所紀要』第三十五号、
2016年）。
（35）　池田勇諦『『教行信証』に学ぶ（九）』（真宗大谷派東京教区教化委員会、2015年）。
（36）　『真宗聖教全書』第二巻21頁。
（37）　善導『観経疏』原文（『大正大藏経』第37巻247頁、『浄土宗大典』743、中華全国図書館文
献縮微複製中心、1994年。『真宗聖教全書』第一巻）に「乗字食陵反　又宝証反　駕也　勝也　
登也　守也　覆也」という内容はない。親鸞が加えたものだと考えられる（『真宗聖教全書』
第二巻15頁参照）。
（38）　前掲注（ 5 ）141頁。
（39）　『説文解字』は中国最古の字書である。後漢　許慎著　清　段玉裁　注釈。漢字の造字法
を象形、指事、会意、形声、転注、仮借の六書 （りくしょ） に分類し、各字について造字法と
字義とを解説してある。漢字の本質を説明した最古かつ最も権威ある書である。
（40）　孫永清編著『説文解字』（中国書店、2011年）。
（41）　周祖謨校『广韵校本』（中华书局出版、2017年）。
（42）　丁度等著『集韻』十巻南宋明朝刻本1039年出版　書目文献出版社　1996年影印刷
（43）　前掲注（40）『説文解字』。　
（44）　『真宗聖教全書』第二巻22頁。
（45）　『真宗聖教全書』第二巻 6 頁。
（46）　前掲注（40）『説文解字』。
（47）　原作東漢許慎・湯可敬撰『説文解字今釈』（岳麓書社、1997年）。
（48）　『真宗聖教全書』第二巻103頁。
（49）　真宗聖教全書編纂所編『真宗聖教全書』第一巻（大八木興文堂、1941年）10頁。
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（50）　池田勇諦『教行信証に学ぶ（八）』（真宗大谷派東京教区、2005年）
（51）　『真宗聖教全書』第二巻29頁。
（52）　『真宗聖教全書』第二巻495頁。
（53）　『真宗聖教全書』第二巻106頁。
（54）　『真宗聖教全書』第一巻10頁。
（55）　『真宗聖教全書』第二巻107頁。
（56）　『真宗聖教全書』第二巻495頁。
（57）　『真宗聖教全書』第二巻50頁。
（58）　前掲注（40）孫永清（編）。
（59）　前掲注（40）孫永清（編）。
（60）　前掲注（40）孫永清（編）。
（61）　前掲注（40）孫永清（編）。
（62）　『真宗聖教全書』第二巻50頁。
（63）　『真宗聖教全書』第二巻502頁。
（64）　『真宗聖教全書』第二巻482頁。
（65）　『真宗聖教全書』第二巻 2 頁。
（66）　『真宗聖教全書』第二巻59頁。
（67）　前掲注（40）孫永清（編）。
（68）　羅竹風主（編）『漢語大辞典』（漢語大辞典出版社、1986年～）
（69）　『真宗聖教全書』第二巻450頁。
（70）　『真宗聖教全書』第二巻59頁。
（71）　『真宗聖教全書』第二巻601頁。
（72）　『真宗聖教全書』第二巻451頁。
（73）　前掲注（40）孫永清（編）。
（74）　『真宗聖教全書』第二巻112頁。
（75）　戸川芳郎（監修）『全訳漢辞海』（三省堂、2000年）。
（76）　『真宗聖教全書』第二巻21頁。
（77）　『真宗聖教全書』第二巻59頁。

